
 - 14 - 

 

一橋大学哲学・社会思想学会第１０回総会議案書 

 

（１）２０１５年度の活動報告（前回総会以降）＊敬称略 

① 研究大会の開催 

第 17 回大会（通算 47 回）2015 年 6 月 13 日（土）、研究会議室  参加者 34 名 

【総会】 

10:30―11:00 議案了承                          議長 大河内 泰樹 

【個人研究発表】 

11:00―12：00 野末 和夢 「実証哲学あるいは実証主義における科学／社会： 

サン＝シモンとその弟子コントから」          司会 平子 友長 

13：00―14：00 國本 哲史 「道徳の衝突とはいかなる現象か 

         ―ブルデューの Heterarche という看取り」        司会 加藤 泰史 

14：10―15：10 鈴木 慧 「哲学的意味論における文脈主義と相対主義 

―不一致の取り扱いをめぐって」            司会 井頭 昌彦 

【講演会】 

15：30－17：30  鵜飼 哲 「イスラームにおける主体性の錯綜 

―『シャルリ・エブド』事件から考えるべきこと」 

                                    司会 平子 友長 

【懇親会】はたごや 会費実費 

 

第 18 回大会（通算 48 回）2015 年 11 月 29 日（日）、研究会議室  参加者 45 名 

【個人研究発表】 

11：00―12：00 堀永 哲史「ヘーゲル『大論理学』（第二版）「定在」における無限論」        

                                     司会 大河内 泰樹 

13：10―14：10 志田 圭将「アドルノにおける交換の批判と、交換されえないもののあり方について」                             

                                     司会 府川 純一郎 

14：10―15：10 小島 雅史「フッサール『ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』における生活世

界と主観性の構造の関連について」 

                                   司会 村田 憲郎 

【特別報告】 

15：30―17：30 平子 友長「40 年の研究生活を回顧する」 

                                司会・特定質問者 佐山 圭司 

【懇親会】はたごや 会費実費 

 

② 学会発表者の募集（年 2 回） 
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1 回目、2015 年 6 月 28 日～7 月 13 日に 2015 年冬大会の募集。 

2 回目、2016 年 1 月 12 日～31 日に 2016 年夏大会の募集。 

なお、応募者はすべて採用された。 

 

③ 「一哲学会報」の発行 

【第 21 号】（2015 年 11 月 16 日発行） 

第 18 回冬大会開催案内／個人研究発表のレジュメ３本／前回個人研究発表のまとめ３本／前回講演

会のまとめ１本／平子友長先生の研究業績／個人研究発表の募集。 

【第 22 号】（2015 年 5 月 13 日発行） 

 第 19回夏大会開催案内／第 10回総会案内／シンポジウムのパネラー要旨３本／個人研究発表のレジ

ュメ３本／前回個人研究発表のまとめ３本／総会議案書／個人研究発表の募集。 

 

④ 総会・幹事会 

第９回総会  2015 年 6 月 13 日（土）  議長 大河内 泰樹 

第１回幹事会 2015 年 7 月 23 日（木）  社会思想共同研究室 

第２回幹事会 2016 年 3 月 2 日（水）  社会思想共同研究室 

 

⑤ 渉外関係 

特になし。 

 

⑥ 学会ホームページ 

セミナーと会報のページを設けた。事務局担当助手が管理。 

＊会計報告 

旧哲学・社会思想研究会から引き継いだ現金（昨年残額 3264 円）の中から、6 月に飲料代と 291 円、

11 月にお茶代 361 円、セロハンテープ 108 円支出し、カンパ 368 円で、残額 2872 円。なお、本学会

は学会費を徴収しない。 

 

（２） ２０１６年度の活動計画 

① 研究大会の開催 

第１９回大会（2016 年 6 月 4 日） 

第２０回大会（2016 年 12 月 3 日予定） 

（第２１回大会の準備 2017 年 6 月第 1 土曜予定） 

② 個人研究発表の募集の告知・・・年２回（11 月、5 月）、会報に掲載。 

③ 「一哲学会報」の発行（年３回を予定）7 月発行、11 月発行、2017 年 5 月発行 

④ 会員名簿の整理・管理。 

⑤ 次期総会の準備（2017 年 6 月）、及び、次年度の事業の準備。 

⑥ ホームページの管理。 

⑦ 大会アンケートの実施（企画案等の募集） 
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（３） 学会幹事の提案 

２０１６年度の幹事として以下の者を提案する。なお、院生幹事の交代、退任等は幹事会で承認する。

＊氏名の敬称略。 

教員幹事   加藤泰史、森村敏己、大河内泰樹 

院生幹事   府川純一郎、岩田健祐、小倉翔、高橋駿仁、秋葉峻介 守博紀  

助手幹事   干場 薫 

学外幹事   明石 英人（駒澤大学） 

＊本学会の教員幹事は、旧研究会から引き継いだ輪番表（2003 年 3 月 5 日決定）に基づき、負担が公

平になるように、交替制で担当することにしている。ただし、輪番表に含める教員については、必要に

応じて見直しをする。 

 

 加藤 森村 大河内 平子 井頭 学外 

2013 年   ◎ ○ ○ 小谷英生 

2014 年 ○   ◎ ○ 小谷英生 

2015 年 ○ ○   ◎  

 

 加藤 森村 大河内 ― 井頭 学外 

2016 年 ○ ○ ○   明石英人 

2017 年  ○ ○    

2018 年   ○  〇  

◎は、代表幹事を表す。代表幹事 1 名は、2013 年度から導入。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


